
 

第 66 回⽇本神経学会学術⼤会 終了の御礼 

 

⽇本神経学会 会員各位 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
此の度は、⼤阪に於いて開催しました第 66 回⽇本神経学会学術⼤会にご参加いただき、誠に有難うございま
した。お蔭様で現地参加は約 5,800 名、WEB 視聴者を含めると約 9,200 名の多くの皆様にご参加いただき、
盛会裡に終了できました。⼤会⻑・副⼤会⻑として⼤任を無事務められたことは、ひとえに皆様のご⽀援の 
賜物であり、⼼より御礼申し上げます。 
運営に際しましては、学会事務局及び運営事務局の尽⼒のもと、作業を進められました。プログラム編成では、
学術委員会委員・教育プログラム⼩委員会委員をはじめ多くの関係各位に多⼤なるご協⼒をいただきました。
⼤会テーマ「神経学が拓く未来社会」に関連して、多彩なセッションをご⽤意いただくとともに、特別シンポ
ジウムおよび展⽰では Charcot と緒⽅洪庵を取り上げ、神経学の過去を顧みる機会ともいたしました。ご参加
の皆様にとって、本⼤会が神経学の過去と未来に思いを馳せる契機となれば幸甚に存じます。 
このように皆様からたくさんの御協⼒と御⽀援を頂き、学術⼤会を開催・運営することができました。ここに
改めて感謝申し上げます。 
以上、簡単ではございますが御礼のご挨拶とさせて頂きます。 
皆様の益々のご活躍とご健勝を⼼よりお祈りいたします。 

謹⽩ 
2025 年 5 ⽉吉⽇ 
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